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第４学年「「シッティングハンドボール～みんなが楽しいゲームをつくろう～」 ゲーム領域 ゴール型－ －
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タブレット P C

タブレット P C

第６学年「仲間と協力！音楽に合わせたグループ演技を味わおう！」－マット運動（器械運動）－

第１時 第２・３時 第４～６時 第７・８時 

は
じ
め 

○ シッティン

グハンドボー

ルのオリエン

テーション 

○ メインゲーム① 

 

・試しのゲームをする 
  
 ・ゲームの工夫につい

て話し合う 
○ メインゲーム① 

○ 対戦相手を決める 

  
 ・

 

○ メインゲーム① 

な
か 

○ シッティン

グハンドボー

ルの体験 

○ チームタイム 

 

○ メインゲーム② 

 ・練習したことを生かし

てゲームを行う。 

 

 ・メインゲームの結果を

○ チームタイム 

 ・チームに合った練習や

話合いを行う  

○ メインゲーム② 

 

る

○ チームタイム 

 ・チームに合った練習や話合

いを行う  

○ メインゲーム② 

お
わ
り 

○ 振り返り   ○ 次時の確認 

○ なかまタイム① 

○ なかまタイム② 

○ なかまタイム① 

○ なかまタイム② 

時

〇　運動のポイント
　　技の確認やグループ演技をショート動画で撮影する方法はとても効果的です。技の精度を
　模範動画と比較しながら確認したり、技の組み合わせや音楽とのつながりをグループで何度
　も話し合ったりすることができるよさがあります。短い時間だからこそ、繰り返し練習を行い、
　完成度を高めることにつながります。

確認

　ここの技を入れ替えてやってみよう。

リズムも取りやすくなるかもね。

　すぐに動き確認や

修正ができます。

ドリルゲーム・・・技能の向上を図るために反復練習させたいものをゲーム化したもの。
タスクゲーム・・・ゲームの中で要求される動きを易しく学ばせるためにゲーム化したもの。

　パスをもっと素

早く回せるように

なりたいな。

　ドリル・タスクゲームカードを活用することで、子ども

のニーズに合った練習方法を選択することができます。

　二人で協力してゴールを決

められるように練習しよう。

　A チームのゴールを高

く広くすれば、もっと点

が入ってさらに楽しい

ゲームになりそうだね。

　ゲームの工夫について考えるヒントカードを用意して

おくことで、短い時間で効率よく話し合えます。なか

まタイム②では、「みんなが楽しめているか」という視

点で話し合い、仲間全員で合意形成を図っていきます。

なかまタイム

※技ごとに撮影した

　10 秒程の動画

作戦ボード

ゲームの工夫について、みんなが楽しめるように合意形成を図る。

含め

す

を
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。

。
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・個人やチームに合った

ドリル・タスクゲーム

を選んで行う 。

　新体力テストの報告ありがと
うございました。昨年度に比べ、
どの学年もほぼＡ級、Ｂ級が増え
ています。日頃の体育学習や外
遊びのおかげで、子どもの体力、
運動能力の向上につながったと
考えます。詳細は、愛媛県小学
校体育連盟 HP にも掲載いたし
ますので、授業づくりや体力向
上に向けた取組の資料として、
御活用下さい。

各学年の新体力テストの結果の推移

　個人差に配慮しながら、協働して作品を作ることで、子どもはマット運動のできる楽しさや
喜びを味わうことができ、より楽しくマット運動に取り組むことができます。
〇　単元計画
　　単元の前半では、基本的な回転系や巧技系の技をおさらいし、それらを安定してできるよ
　うに練習したり、発展技に取り組んだりします。その際に、タブレット PC で動画を撮影し、
　上達の様子が分かるように記録します。また、チャレンジマップを基に作成した市内共通の
　マット運動模範動画を参考にしながら、自己の課題に取り組みます。後半では、友達との協
　力を重視し、音楽に合わせてグループで技を組み合わせます。グループ演技の発表会を行い、
　その様子を撮影し、単元全体を振り返ってまとめとします。

　全員が座って行うことで運動能力の差が軽減され、運動が苦手で消極的な子どもも進んで運
動に取り組むことができます。それによって学習意欲を喚起することはもちろん、仲間との関
わりやチームワークの形成にもよい影響があると考えます。
○　単元計画
　　単元をシッティングハンドボールの基本的な動きや技能を身に付ける「習得」。対戦相手も
　含めて「なかま」と捉えて同じ仲間とゲームをつくって楽しむ「深化」。「深化」とは異なる「な
　かま」とでもゲームをつくって楽しむ「共創」。以上の三次に分けて構成しています。１単位
　時間の内容は、まずメインゲームを行い、その結果や課題を含めて、「なかまタイム」　でゲ
　ームの工夫を調整したり、チームタイムで練習したりし、再度メインゲームを行い、学習を
　振り返る構成になっています。

〇　運動のポイント


